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【会員登録状況】 

 

 

2022 年度末時点 （12 月 31 日） の会員数 

正会員  ３５名 

賛助会員 ３３名 

合計  ６８名 

 

 

【集会施設利用状況】 

 

昨年に引続きコロナの感染拡大に伴う利用控えやキャンセルが有ったものの、正月休み  

以外は常時開館をつづけました。施設の利用率は昨年より若干伸びて、概ね 23～25％と 

なっています。（表 1 参照、なお昨年度は 20～25%） 

 

 
（表１：施設稼働率の推移） 

フリースペースの利用を除く 

 

定常的に利用がある団体は「自治会・5」「認定地域団体・７」「一般団体・1７」となり、それ

以外にも単発の利用者も増えてきています。 

※認定地域団体は舞多聞エコ倶楽部・こもれび工房・ホープの会・てらいけ協定運営委員会、

一期一会、みんなの食堂、みんなの学び舎 

※一般団体は空手・拳法・アート・書道・英語教室・シニア・ピアノなどの各教室 

※単発団体等は、講習会、演劇、頒布会、交流会等 
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おもなトピック 

・ホットドッグキッチンカーの出店(9 月)、みんなの学び舎開設(10 月) 

・.comu 館分室として、白波瀬氏から空き室提供（12 月） 

 

利用料収入は、コロナ対応の影響によりまち館利用の変動が大きいですが、年間を通じ

て まち館 1１～13 万円、.comu 館 13～14 万円、合計平均 25～26 万円となっています。 

利用傾向については、（表 2）に示すとおり、平日の午後３時以降が各種教室による利用

が多くある一方で、午前から午後３時まではほとんど利用されていません。 

土曜日は、月の上旬の利用が多く、下旬は利用が少ない状況です。 

日曜日は、単発の催し利用が中心であり、イベントの無い週は空き時間が多くあります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（表２：サンプルとして 2022 年 10 月の施設利用状況） 

 

子ども達の活動時間でもある放課後や休日は、空き部屋を無料開放し、自由に利用でき

る「居場所」として活用していますので、この時間帯については、現状が程よい空き状況とも

いえます。  

しかしながら、それ以外の時間帯（平日の午前から午後に掛けて）の利用拡大が、施設稼

働率向上および収益増大における大きな課題となっています。 

 

住民相互の交流施設（コミュニティ・スペース）としての役割を果たすためにも、今後も一層、

ホームページでの情報発信や、趣味サークルや子育て支援団体との連携を深めて、当法人

の活動及び施設の認知度向上に努め、「誰でも自由に利用できる集会施設」を目指し利用

者拡大を進めていきます。 

 

                

 

 

 

 

 

 

「まちのキャッチフレーズ」と「まち館 comu 館に集う子どもたち」 
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【2022 年事業実績】 

 

2022 年度の主要な事業と実績 

（1） コミュニティ・スペースの管理運

営事業 

With コロナのまちづくり館･ 

.comu 館施設運営 

・利用者チェックシート継続 

地域の子ども達との交流 

・空き時間の無料開放 

（2） 環境保全事業 

 

花いっぱい事業 

薪ストーブ事業 

住民参画型森林整備事業 

次年度採択にむけ行政と協議中 

舞多聞エコ倶楽部 

舞多聞里山育成会 

に活動場所を提供 

（3）子供の健全育成事業 

 

子どもの見守り 

・空き施設開放 

・みんなの食堂 

・みんなの学び舎 

神戸市子どもの居場所事業（１０月）採択済 

こもれび工房 

舞多聞エコ倶楽部 

子どもの居場所舞多聞ま

ち館（～3 月末）  

に活動場所を提供 

（4）住民による住民のための 

まちづくり事業 

 

交流イベントの開催 

・春秋のマルシェの定例化 

・秋の文化祭の定着 

舞多聞ブック倶楽部運営 

文化講座開催 

舞多聞の歴史編纂 

 

パークシェアリング事業 

ホープの会  

に活動場所を提供 

（5）その他、必要な事業 総合サインの維持・活用 

ドローン事業 

市事業への場の提供 

・自動車図書館 

・資源ごみ回収ｽﾃｰｼｮﾝ 

（表３：定款第 5 条に定める特定非営利活動に係る事業①～⑤） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（表４：） ※別紙参照 
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⑴ コミュニティ・スペースの管理運営事業 

【まち館/．ｃomu 館運営事業】 

① 施設の維持/補修/改善/設備 

・.comu 館 

清掃担当のホープの会より、利用団体による床壁洗面所等の汚れ、忘れ物等利用

後の見回り・清掃の不備の指摘を受け、利用者ルールの明文化及び利用団体への伝

達法を検討中（まち館も同様） 

カーテン、ブラインド、収納棚、清掃用具、机等の補助金を確保して整備中 

・まちづくり館 

便器の補修：5 月ウォシュレット交換 

運動利用（利用団体や子ども達）の頻度が非常に高いため、備品（卓球台、長いす）

や消耗品（ラケット、球）の破損、網戸や壁の損傷等が目立つ状況になっている。 

子ども達への利用ルールの伝達、施設の営繕対応に課題を残している。 

  ・施設清掃 

ホープの会に外注継続 

3月末まで：コロナ対策の消毒と合わせ、各部屋供用部清掃1回/週、トイレ単独清

掃 1 回/週実施 

4 月 1 日から：利用実態（空き時間の子ども達の利用増大）や利用団体サービスの

観点からは毎日が望ましいのですが、NPO の財政状況から当面の間は 3 回/週

（月・水・金）行っています。 

② コロナ感染防止関連 

・施設消毒 

  ホープの会に外注 

3月末終了（月曜～土曜：机イス、出入口ドア等のノブ、手すり、便器等次亜塩素酸

ナトリウム拭き消毒）： コロナの感染経路が接触感染はほぼ無く、飛沫・エアロゾ

ルによる感染であることの知見が示されていることから、管理者側で行なっていた

接触感染対応の消毒作業を終了させ、4/1 から各利用団体による対応に方針変

更しました。 

・利用団体のチェック票記入及び消毒 

施設入口に手指消毒剤、各部屋に消毒用（次亜塩素酸ナトリウム）雑巾を設置 

利用者チェック票への記入及び使用後の消毒依頼は継続 

・コロナ陽性者の利用に対する対応 

1/12（火）：前日まち館利用の団体から参加者に感染者発生の連絡が有ったので、

以下の対応をとりました。団体責任者から情報（保健所相談、本人は濃厚接触に

当たらない、PCR 結果待ち）を得る一方、県ＨＰのコロナ情報の確認、保健所問合

せ（指示無し）、県コロナ追跡システム確認（連絡無し）のため、まち館の休館を決

定し（入口に休館張り紙掲示）、当日利用団体に連絡。 

1/13（水）：県、市コロナ窓口に状況確認、コロナ感染の報告はないとのこと、団体

責任者陰性判明により、翌日 1/14（木）から通常開館を決定し、実施しました。 
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・1/27～3/21 ：まん延防止等重点措置期間 

2/20→3/6→3/21 と期間の延長がありましたが、昨年度の実態を踏まえ平常どお

りの運営を続けました。 

③その他 

 ・comu 館防火管理及び点検 

4/13  消防用設備等保守点検 

9/17  自主消防訓練実施 

    10/21   消防設備保守総合点検                  消防訓練（座学）風景 

  ・comu 館入口横軒下「まいたもん資源回収ステーション設置 

神戸市環境局業務課及び垂水区役所まちづくり課より、まい

たもん地域福祉センター等への依頼が有ったが,結果 NPO 施

設での設置となり、12/1 から開設。 

地域の人達が利用しやすい様に屋外で常時開設を行なって 

いる。（市の広報チラシは 9～18 時）               まいたもん資源回収ｽﾃｰｼｮﾝ 

  ・新たな教室スペースの確保 

神戸市子どもの居場所事業に 10 月から参画するに当り活動教室への自宅空き部

屋提供の申出が理事の白波瀬さんからあり、12 月よりキッズプレイスとして利用開

始しました。 

【BOX ショップ事業】 

人員配置の関係や、.comu 館１F のフリースペースの活用（ポープの会２回/月：comu カフ

ェ、ミニマルシェ等活用/みんなの食堂２回/月以上）を勘案し、当面事業化を見送ります。 

 

⑵ 環境保全事業 

【花いっぱい事業】 

市民花壇育生補助金制度（15,000 円/年）を活用して、施設外周の

美化活動を継続実施しました。  

植替えや水やりは舞多聞エコ倶楽部（チーム★あにまるズ）有志と

ホープの会のご協力を得ています。 

・ 5/16：神戸市より花苗(ベゴニア 160 株/ゼラニュウム 48 株)支給 

5/28 プランター、6/2 花壇植付け 

・ 11/7：神戸市より花苗(パンジー160 株/ノースポール 80 株)支給 

11/12 花壇・プランター植付け 

【薪ストーブ関連】 

・ 薪ストーブの利用が定着し、理事会やカフェ等で多くの利用者が

集まる場において和みの演出となっています。１−２階の暖房に 

・ 十分で、電気代の節約にもなっています。 

・ 地域の剪定木や緑地内の除伐材を薪に提供して頂き、薪棚に随時集積しています。今

後も地区内外で不要となった木材の有効活用を図る工夫や広報が必要です。 

・ 舞多聞内での薪需要にたいして、販売価格を設定し、試験的に販売をはじめました。 

（現在の暫定的な販売価格 750 円／10kg） 
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【みついけ地区の住民参画型森林整備事業の取組み】 

みついけ地区はコナラ等の大木が育つ自然林をもつ住宅が多数あります。 

 

その林は、ナラ枯れによる被害木も散見されるようになり、NPO に住民からの相談が寄

せられました。 

そこで、県の緑税を活用して里山防災を目的とした森林の保全整備活動に対する補助

事業を活用できる様に、自治会や神戸市、県農林振興事務所と調整しています。 

 

⑶ 子どもの健全育成事業 

【子どもの見守り事業】 

① ＵＲの当初計画にあった児童館建設がＵＲや行政の都合で無くなったため、その代替え

を NPO 施設で担いたいと考え、設立当初から、小学生や中学生の居場所提供として春

夏冬休み中や、平日の放課後、土日祝日などに空き部屋を開放しています。（卓球、工

作、鬼ごっこ、ゲーム、自主学習など） 

長引くコロナによる引きこもりの反動もあり、今年度はとても盛況で、多いときには数グル

ープ、延 20 名強の利用があり、場所のあき待ちも見られます。常連のグループは利用の

ルール（利用前後の挨拶、チェックシートへの記入、階下の保育園の配慮、使用後の清

掃等）をほぼ理解してもらっていますが、人的に見守り体制が脆弱なため、施設に集う子

ども達との程よいコミュニケーション形成までは至っていません。 

② 子供の居場所：みんなの食堂・みんなの学び舎開設 

・任意のボランティア団体「こどもの居場所舞多聞まち館」が.昨年１１

月より、comu 館にて月 1 回「みんなの食堂」を始めました。 

・4 月からは、みんなの食堂を NPO の事業として引継ぎ、新たにみん

なの学び場を月 1 回の開催を始めました。 

・10 月からは、放課後及び長期休暇(コロナ休校含む)時の施設開放

や垂水区社協子供の居場所事業実績から、神戸市「子供の居場所づ

くり事業」の委託が決まり、補助事業として、月 2 回みんなの食堂と学

習支援を開催しています。 

・学習支援は「みんなの学び舎」として「みんなの食堂」と同日に開催

するほか、理事を講師に舞多聞の歴史や、外部講師のクリスマス絵

本のお話や、神戸芸工大の学生さんとアート WSをするなどたのしい

企画で構成しています。 

 

 

 

みんなの食堂       学習支援       10/30 舞多聞の歴史  12/17 絵本のお話   12/3 絵の具づくり   12/26 お面づくり 

③ 木工広場は、当面閉鎖のままです。、「キッズ木工くらぶ」は問合せの

みでしたが、募集を継続中です。 

④ その他：春のマルシェ（5 月７−８日）と秋のマルシェ（9 月 24−25 日）

において、こもれび工房により木工教室を開催しました。 
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⑷ 住民による住民のためのまちづくり事業 

【交流イベントの開催】  

2022 年度はＷｉｔｈコロナの観点から夏のイベントは中止し、春冬のイベントを開催しました。 

① 春マルシェ（5/7，8） 

・２日参加者１０団体：comu カフェ（ポープの会）、木工教室（こもれび工房）、ハーバリウム

教室、小物、多肉植物、お好み焼き、クッキー、キャンピングカー展示等 

・１日参加者６団体：焼き芋、アクセサリー、パン屋、ポットドック、ステンドグラス、小物 

ＮＰＯは、松本理事が、２日間母の日のカーネーション作りと恒例のトランポリンあそび。 

・講演会を２件開催 

「大人のための絵本講座」：講師花田睦子 

「舞多聞の歴史を知ろう」：講師安宗理事、白波瀬理事 

 

 

② 秋マルシェ（9/24,25） 

・昨年まで文化祭と一体で開催していましたが、今年度から独立した催しにしました。 

・２日間の参加５団体：木工教室（こもれび工房）、サンドアート教室、小物、パン、焼き芋 

・１日だけの参加 10 団体：comu カフェ（ホープの会）、ダーツ教室、ドックフード、小物、お

好み焼き、多肉植物、アクセサリー、パン、陶器、携帯ガラスコーティング 

・当法人からは、松本理事が、２日間ゲームあそびと恒例トランポリンあそび。 

・舞多聞エコ倶楽部が、隣接学園南緑地でクワガタの森づくりを開催 

・まちのキャッチコピー応募者の記念品贈呈を合わせて実施 

 

 

③ 舞多聞文化祭（12/4） 

習字・かきかた等の 6 教室、アートの 2 教室の生徒さん達の作品展示、木工、苔盆栽、

あにまるズヤギ新聞の展示に加え、クラフト教室と煎茶教室の体験会、垂水の歴史講演、

クリスマス絵本のお話し会などを開催しました。 
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④ 各利用団体によるイベント 

各利用団体様が当施設にて多数の交流イベントを開催してくれました。 

詳細は 2 号議案の表 3 を参照ください。 

 
・3 月味噌作り   ・5 月ﾏﾙｼｪ木工教室 ・6 月蛍観賞会 ・7 月七夕飾りとｿｰﾒﾝ流し樋 ・7,8 月ｱｰﾄﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ（提灯づくり） 

 

・8 月     方丈行灯祭り         虫除けｱﾛﾏづくり   ナイトハイク    ・9 月マルシェ木工教室  杜あそび 

 

・10 月稲はざ掛       ・12 月ｸﾘｽﾏｽﾘｰｽ作り   しめ縄づくり              餅つき 

【パークシェアリング事業】 

本事業は毎月一定額の収入が得られるため、地域の空き駐車場の活用を目指していま

すが、現状維持の理事宅の空き駐車場 6 台の契約です。 

【舞多聞ブック倶楽部】 

① 神戸市の自動車図書館 

毎月第 4 週火曜日 3 時 15 分から 4 時 10 分まで開設しています。 

昨年の春から当地で開設されており、地域にすっかり定着していて、 

毎回多くの親子や児童の利用があります。 

② 2021 度から始めた図書の貸し出しサービス（神戸市中央図書館と連携）は、22 年度も継

続して実施しています。100 冊/毎月更新で図書を借り出し、.comu 館のフリースペースで

閲覧できます。希望者には会員登録（登録料 300 円）していただいたうえで貸し出しして

います。 

様々な年齢層の方にも楽しんでもらえるよう配慮し、季節物やメディ

アで話題になったことに関連する本も選定しています。2022 年 5 月

から、中央図書館から図書を借り出して来た際に舞多聞倶楽部ホー

ムページの記事を更新し、貸出期限と共にご案内し、利用率向上を

図っています。利用状況については、貸し出しはあまりないです

が、.comu 館内での読書利用は、比較的多い状況です。 

【文化講座】 

文化講座（万葉集 第１土曜日 13 時 00 分～14 時 30 分） 

休講（１月～４月）             万葉人とスポーツ（９月３日） 

万葉集と寅（５月 28 日）         令和 4 年の正倉院展（10 月１日） 

万葉集と額田王 （６月 18 日）     奈良、正倉院展の旅 （11 月５日） 

万葉人と宴（７月 2 日）          お茶の話（醒 究菴）（12 月４日）（文化祭と共催） 

   休講（８月）                        

※子供 百人一首は コロナ対策のため休講 
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【舞多聞の歴史編纂事業】  

マルシェや文化祭等のイベントに合わせ講演会を３回実施し、編纂資料の充実化も図りま

した。参加者からは「今まで知りたいと思っていたことが分かって良かった」「（講演の内容

に関連して）教育のために防災の絵本をブック倶楽部で借りてきてほしい」などの感想・ご

要望をいただきました。リクエストされた本は、次月のブック倶楽部で借りてきて要望され

たご本人に紹介しました。小学生・中学生を対象とした２回目の講演では、最後に講演内

容のクイズを出して全問正解をもって皆さんに理解していただいたことを確認しました。 

 （１）5/8   舞多聞の歴史（全般編）       ＠マルシェ 

 （２）10/30 舞多聞の歴史（阪神大震災編）  ＠子供の居場所 

 （３）12/4   垂水の歴史（全般編）         ＠文化祭 

また、5月1日に.comu館で齊木先生による資料・ジオラマを使用した舞多聞の地形、現在

の建物との位置関係、造成当時のお話などを子供たちにご教授いただきました。 

5/1 5/8 10/30 12/4  

 

【ちょこっとお助けサポート事業】  

ワトワーズ多聞台の事例を参考に検討してきました、舞多聞地区における地域ニーズとし

て十分な実態把握できない中で、人的条件、謝金、傷害・損害保険などに整理が必要で

あり、取り組みは当面保留しています。 

 

⑸ その他、必要な事業 

【ドローン事業】 

前年度までのドローン本体を神戸芸術工科大学から貸与しての撮影は終了したため、今

年度からは、新規ドローン本体を購入する予定でしたが、コロナの影響で製品の供給状

況が悪いため、購入を次年度に繰り越しました。今年度の実績は無いですが、収入は昨

年度の精算金です。 

【地区総合サインの維持活用】  

当法人とＵＲの間で地区総合サインの取扱いについて覚書きを結び、当法人は市の条

例に基づく各種手続きを代行することから、総合サインの看板面の使用を認めてもらいま

した。 

UR は総合サインの所有者として適宜必要な補修を行なうことになっています。昨年度は

ブルメール舞多聞様が看板の書替えを行い、今年度はケーズデンキが看板書換えを予

定しいたため、ＵＲ、ケーズデンキと 3 者で調整を行ない、同時期に当法人は「まちのキャ

ッチコピー」に看板を書替えを、ＵＲはサイン本体の再塗装等の補修工事を行うことにしま

した。 

当法人は、ＵＲと塗装等の工事請負の確認書を結び、ケーズデンキの施工会社に補修

工事および看板書替え工事を同時発注し、12 月 26 日に工事は完了しました。 

一新した地区総合サインに注目してください。 
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【まいたもん資源回収ステーションの開設】 

神戸市環境局より資源ごみの 100％リサイクルをめざす活動への協

力要請を受けたことから、ビン、キャップ、歯ブラシの回収ステーション

を 12 月より.comu 館前に設置しました。住民の皆様のご理解を得て、

徐々に回収量が増えて来ています。（回収量の推移は回収ボックス前

に掲示しています） 

地域の資源リサイクルの意識の高まりと共に、気軽に.comu 館に立ち

寄り、交流が生れ、地域コミュニティが活性化することを期待していま

す。 

【その他】 

・8/4 UR・ケーズデンキ・ブルメールとの交流会を開催：舞多聞のまちづくりや当法人の活動

について紹介し、今後のまちづくりのためにネットワークづくりをはじめています。 

・11/7・8 舞多聞小2年生の施設見学会：毎年秋の恒例行事になっています。舞多聞小に通

う子ども達に当法人の施設の案内や、隣地である学園南緑地の紹介を行ないました。 

・11/21 越谷市住まい・まちなみ協議会より視察員が来訪：舞多聞のまちづくりについて顧

問の齋木先生から説明後、みついけ地区を案内し、意見交換会をおこないました。 

・12/29 繁昌亭再開 

 コロナのため長らく開催できずにいた繁昌亭（山師の会）を開催しました。 

8/4                11/7・8                               11/21             12/29 
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【2022 年度収支】 

詳細は別紙「22 年度活動計算書」をご覧ください 

概略を以下に示します。22 年度の収支は、18.5 万円の黒字となりました。 

 収入 支出 収支 

会費 28,000 － 28,000 

寄付金 818,505 ※（30,016） 818,505 

補助金 315,000 ※（92,344） 315,000 

まち館管理運営事業 1,362,960 1,227,308   135,652 

.comu 館管理運営事業 

（保育園定期貸賃料含む） 
4,328,975 1,853,352 2,475,623 

パークシェアリング事業  1,404,000 436,265 967,735 

イベント事業 10,000 26,918 ▼   1,6918 

緑地整備事業 0 2,200 ▼    2,200 

花いっぱい事業  0 14,864 ▼   14,864 

みんなの食堂 74,600 47,223 27,377 

みんなの学び舎 4,800 118,200 ▼  113,400 

ブック倶楽部運営事業 4,200 41,968 ▼  37,768 

文化講座事業 3,600 2,850 750 

薪ストーブ 10,000 0 10,000 

その他のまちづくり事業 1,541,100 1,166,000 375,100 

ドローン事業 40,000 110 39,890 

その他 119,867 183,418 ▼  63,551 

租税公課 － 72,000  ▼ 72,000 

借入金返済 － 4,688,364 ▼4,688,364 

計 10,065,607 9,881,040 184,567 

※ 各事業で支出 

     

  収入                                         支出 

        

（表 5：全体収支まとめ） 
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【第５回総会】 

 

開催日    令和 5 年 2 月 18 日（土）  15:30～17:45 

開催場所   舞多聞まちづくり館 

出席者    ２６名（内委任状１３名:Web 参加 1 名含む） 

議事内容 

第 1 号議案 【22 年度・報告】会員登録状況 

第 2 号議案 【22 年度・報告】22 年度集会施設利用状況 

第 3 号議案 【22 年度・審議】22 年度事業報告（案） 

第 4 号議案 【22 年度・審議】22 年度活動計算書（案）・監査報告 

第 5 号議案 【23 年度・報告】23 年度事業計画 

第 6 号議案 【23 年度・報告】23 年度予算 

第 7 号議案 【23 年度・審議】22 年度理事・監事の選任(案) 

その他    フリーディスカッション 

 

                    総会風景  

 

※第 5 回定例総会時点（2 月 18 日）の会員数 

正会員数     ３６名 

賛助会員     ３３名 
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別紙 「2022 年度活動一覧」  

 


